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The Role of Overseas R & D Activities in Technological Knowledge Sourcing:
An Empirical Study of Japanese R & D Investment in the US
(技術知識探索における海外研究開発活動の役割 - 日本企業の対米研究開発投資活動の実証的研究) 


























ることをいう。この分析結果は、小田切宏之との共著として「The Role of Overseas R & D Activities in






























































・講 師: 加藤 毅 筑波大学大学研究センター講師
◆ 9月03日 地域産業集積の欧米事例と日本の課題
〜ハイテクベンチャーが起こす日本の産業変革


















































年度までに第4版までを発行してきた (第1版: 平成3年9月、第2版: 平成7年1月、第3版: 平成9年5月、第4版: 平
成12年4月) 。
さらに、平成13年度からは、約3年ごとの改訂に加え、毎年度データのアップデート (「定常指標」の作成) を行
い、公表することにより、最新のデータを提供できるようにした (平成13年度版: 平成13年5月、平成14年度版: 平成
14年9月中 (予定) ) 。
前回 (第4版) の科学技術指標改訂から約2年を経過するとともに、平成13年後半には本件指標の重要なデータ
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・ 韓国科学技術政策研究院 (STEPI) - 科学技術政策研究所 (NISTEP) 国際ワークショップ
日 程 : 平成 14 年 8 月 29 日(木)〜 8 月 30 日(金)
開 催 地 : 大韓民国・済州島・KALホテル
出 席 者 : 日本側 7 名、韓国側 10 名
○ 新着研究報告・資料
・ 「科学技術動向 2002年8月号」 ( 8月29日発行 )
特集 １ 科学技術関連コンテストに見る我が国の現状
総括ユニット 横尾 淑子、横田 慎二
特集 ２ ヒートアイランド対策技術の研究動向 - エネルギー利用の視点からの分析 -
客員研究官 小林 博和、環境・エネルギーユニット 根本 正博
・ 科学技術政策研究所年報 ( 2001 年度活動報告)
編集後記
上旬はものすごい夕立が降ってきたり、中旬を過ぎていきなり涼しくなったかと思えば夏日が続くなど、気候変化
のはげしい８月でしたが、夏休みはいかが過ごされたでしょうか？
下旬には韓国科学技術政策研究院と当所合同の国際ワークショップが韓国済州島で開催されました。これまで
も研究交流はありましたが、今後引き続き研究協力を進めるための覚書が締結されたこともあり、これをきっかけに
両機関の研究・協力がさらに進展することを期待します。 (ａ)
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